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第二代　徳田　昌則　1999. 8.  1－2001. 3.31
第三代　山田　勝芳　2001. 4.  1－2005. 3.31
第四代　平川　　新　2005. 4.  1－2007. 3.31
第五代　瀬川　昌久　2007. 4.  1－2009. 3.31
第六代　佐藤　源之　2009. 4.  1－2013. 3.31
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　　　  （高倉 浩樹・曽我 亨著、東北大学出版会、2011）
第2号　東北アジア　大地のつながり（石渡 明・磯﨑 行雄著、東北大学出版会、2011）
第3号　途絶する交通、孤立する地域
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李 福清『中國各民族神話研究外文論著目録（1839-1990）』／山田 仁史
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主 催 ／ 東北大学東北アジア研究センター（http://www.cneas.tohoku.ac.jp） 
　　　　伊達市噴火湾文化研究所（http://www.funkawan.net/）







　　　　　　講師：青 野 友 哉 （伊達市噴火湾文化研究所）
「江戸時代の亘理を復元する
　　　　　　　　　　　　―海を渡った記憶―」























































































2003.  7.  4　●　ロシア連邦ノボシビルスク国立大学
2005.  9.  1　■　ロシア科学アカデミー極東支部経済研究所













































外国人研究者の招聘 10 1521 35 36 41 30
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　710　青葉通  工学部経由　宮教大・青葉台行き 
　713　青葉通  工学部経由　宮教大・成田山行き 








（ただし 720系バスのみ 川内郵便局前（ Ｂ ）下車） 
 
JR仙台駅前　西口バスプール　乗り場 16番 より 
　730　広瀬通・ニ高県美術館経由
　　　　交通公園・川内営業所行き































１．博士後期 文学研究科 4 4 3 2 1 1 20
理学研究科 4 3 3 0 0 1 16













環境科学研究科 21 19 25 25 21 24 169
国際文化研究科 4 1 0 0 0 0 5















































環境科学研究科 14 1218 19 18 9 11 12 113
国際文化研究科 0 02 0 0 0 0 0 2
小　　計 29 2725 24 26 21 20 28 200
・職員数（現員）　教授11名、准教授６名、助教７名、助手１名　　計25名　　・施 設 面 積　　　2,843 ㎡ 
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